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研修テー
マ 

どうする⁉オペナース!! 急変時のチーム⼒向上と教育を考える 

研修⽬的 ⼿術室における急変時対応の基本的知識の理解を深め、迅速かつ効果的に対
応できるスキルを習得し、チームとしての対応⼒を⾼めることを⽬的とする。
これにより、各ラダーのスタッフが緊急時でも⽀え合えるチーム形成を⽬指
す。 

研修⽬標 ① ⼿術室における急変時対応の基本的知識の理解を深め看護実践に活かす
ことができる 

② ノンテクニカルスキルを向上させ迅速かつ効果的なチーム対応ができる
ようになる 

③ 急変対応時のチーム⼒を⾼めるため効果的な教育⽅法を理解し⾃施設の
スタッフ教育に活⽤することができる。 

参加⼈数 会員：37 名  ⾮会員：63 名 
評価 アンケート結果より、【講義内容】【グループワーク】共に「⼤変満⾜」「まあ

まあ満⾜」が 90％を占めており受講者にとって満⾜度の⾼い研修であったと
評価する。また、【今後の看護実践に活⽤できそうか】の項⽬では 
「⼤いにできる」「まあまあできる」が 100％であったことから研修の⽬的」
は達成できたと評価する。 
 

アンケー
ト結果 

 
⽇本⼿術看護学会九州地区研修後アンケート（回答数 85 件） 

 
 

 
 



 
 
 
 

 
 
 
 

 

 


